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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月4日(2014.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーブル用の強度部材を生産する方法であって、
　Ａ．８００ｍＰａ－ｓ未満の粘度を有する水性ポリマー分散体であって、
　　１．少なくとも一つの熱可塑性樹脂、
　　２．少なくとも一つの分散剤、及び
　　３．水
を含む分散体で複数の糸巻きからの繊維を濡らして濡れ繊維を形成するステップと、
　Ｂ．濡れ繊維から水を除去するステップと、
　Ｃ．キュアリングしつつ又はせずに繊維上の樹脂を固結させ、複数の糸巻きからの繊維
を強度部材に融合するステップとを含む方法。
【請求項２】
　ステップ（Ｃ）において、ポリマー粒子の溶融温度より少なくとも２０℃高い温度に加
熱したダイスにステップ（Ｂ）の脱水した繊維を通すことによって樹脂が固結される、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　分散体が、分散体の重量を基準にして０．１ｗｔ％から６５．０ｗｔ％の熱可塑性樹脂
と、０．２５ｗｔ％から３５ｗｔ％の分散剤と、３０ｗｔ％から９０ｗｔ％の水で構成さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法によって作製された強度部材。
【請求項５】
　請求項４に記載の強度部材を備える光ファイバーケーブル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００６６】
　上記の好ましい実施形態の記述を通じて本発明をある程度詳細に説明したが、この詳細
は例示を第一の目的とするものである。当業者であれば、以下の請求項に記載された本発
明の精神及び範囲から逸脱することなく多くの変形や変更が可能である。
以下に、本願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［１］
　ケーブル用の強度部材を生産する方法であって、
　Ａ．水性ポリマー分散体であって、
　　１．少なくとも一つの熱可塑性樹脂、
　　２．少なくとも一つの分散剤、及び
　　３．水
を含む分散体で繊維を濡らして濡れ繊維を形成するステップと、
　Ｂ．濡れ繊維から水を除去するステップと、
　Ｃ．キュアリングしつつ又はせずに繊維上の樹脂を固結させるステップとを含む方法。
［２］
　ステップ（Ｂ）とステップ（Ｃ）が順に実施される、［１］に記載の方法。
［３］
　ステップ（Ｂ）とステップ（Ｃ）が同時に実施される、［１］に記載の方法。
［４］
　一つ又は複数の仕上げコーティングを繊維表面に施すステップを更に含む、［１］に記
載の方法。
［５］
　ステップ（Ｂ）において、濡れ繊維を８０℃から３００℃の温度で作動する乾燥炉に通
すことによって水が除去される、［１］に記載の方法。
［６］
　ステップ（Ｃ）において、ポリマー粒子の溶融温度より少なくとも２０℃高い温度に加
熱したダイスにステップ（Ｂ）の脱水した繊維を通すことによって樹脂が固結される、［
１］に記載の方法。
［７］
　分散体の粘度が８００ｍＰａ－ｓ未満である、［１］に記載の方法。
［８］
　樹脂がポリオレフィンである、［１］に記載の方法。
［９］
　分散剤が、エチレン／α，β－不飽和カルボン酸コポリマーである、［１］に記載の方
法。
［１０］
　分散体が少なくとも一つの添加剤とフィラーとを含む、［１］に記載の方法。
［１１］
　分散体が、分散体の重量を基準にして０．１ｗｔ％から６５．０ｗｔ％の熱可塑性樹脂
と、０．２５ｗｔ％から３５ｗｔ％の分散剤と、３０ｗｔ％から９０ｗｔ％の水で構成さ
れる、［１］に記載の方法。
［１２］
　［１］に記載の方法によって作製された強度部材。
［１３］
　［１２］に記載の強度部材を備えるケーブル。
［１４］
　［１２］に記載の強度部材を備える光ファイバーケーブル。
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